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研究成果の概要（和文）：当研究は，訪日外国人旅行者の行動特性を日本人旅行者のそれと比較し，外国人旅行
者を効果的に着地型観光へ誘客する手法の構築を目的としていた。当初計画においては，旅行者属性（性別・年
代・居住地）ごとの行動分析と，着地型観光への誘客手法を実現することを企図していたが，新型コロナウイル
ス感染症の人流への影響を受け，調査対象地人口の推移と属性を検証し，新型コロナウイルス感染症の影響及び
その回復過程を考察した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a method to effectively attract foreign tourists
 to domestic tourist destinations by comparing the behavioral characteristics of foreign tourists 
visiting Japan with those of Japanese tourists. The initial plan was to analyze the characteristics 
of each traveler (gender, age, and place of residence) and to develop the method to attract tourists
 to tourist destinations. However, due to the impact of the COVID-19, we considered the trends and 
attributes of the population of the surveyed area and examined the recovery processes in each area.

研究分野： 観光情報

キーワード： 人口統計データ　着地型観光　旅行者属性　モバイル空間統計　携帯電話

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
当初の計画を大幅に軌道修正することを迫られたが，結果的にパンデミックが観光地に及ぼす影響とその回復過
程を明らかにすることができた。2020年は，どのエリアもパンデミックの影響による人口の減少が観察され，特
に4月に減少が顕著であった。パンデミックの影響にもかかわらず，京都駅や大阪駅などの商業地では，2020年
10月には減少した人口が概ね回復した。一方で，清水寺などの観光地では，人流の回復が弱い傾向が示された。
2022年には，調査対象地における観光需要がほぼ回復していることが確認された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年，我が国では観光産業が地域経済活性化の期待を集めていた。平成 29 年には，訪日外国
人旅行者数が年間 2,869 万人を記録する一方，京都など一部観光地では観光客の過度の集中に
ともなう諸問題も顕在化した。着地型観光には，外国人旅行者の滞在中のオプションとしてその
満足度向上に資するだけでなく，混雑の分散化対策としての効果も期待されていた。 

従来，着地型観光への旅行者の誘客は，観光情報を掲載した紙媒体や旅行会社・ホテル・観光
案内所による紹介や口コミなどを中心に行われてきた。そして，その誘客効果を検証する過程に
おいて，以下に挙げる問題点が未解決の状態にあった。 

①誘客効果の詳細な測定は，旅行者数や属性を把握可能な一部の観光地・施設に限定されてお
り，旅行者属性ごとの誘客効果の詳細な検証も困難であった。 

②着地側が旅行者属性を的確に把握し，そのサービス内容を最適化することが難しい。 
③よって旅行者属性の分布や行動特性に基づいた誘客手法も，まだ確立に至っていない。 
 

２．研究の目的 
 当研究は，旅行者属性（性別・年代・居住地）ごとの行動分析と，着地型観光への誘客手法を
実現することを企図するものである。訪日外国人旅行者の行動特性を日本人旅行者のそれと比
較し，外国人旅行者を効果的に着地型観光へ誘客する手法の構築を目的としている。 
 従来，訪日外国人を含めた旅行者の着地型観光への誘客は，これまで観光情報を掲載した紙媒
体や旅行会社・ホテル・観光案内所による紹介や口コミなどを中心に行われてきた。そして，そ
の誘客効果の検証は，旅行者数や属性（年齢，性別，居住地など）を把握可能な観光地・施設に
限定される（観光地・施設により不可能な場合もある）という問題点を抱えていた。そのため，
着地側が旅行者の属性ごとに誘客効果を詳細に検証したり，旅行者属性の分布を的確に把握し
て誘客手法や時期を最適化したりすることも，困難であった。 

しかし，今ではアクセス解析やモバイル空間統計などの ICT サービスを活用し，旅行者属性
をより詳細に把握することができる。属性に応じて最適化した誘客を実行し，精密な誘客効果の
測定・検証も可能である。そこで得られる知見を活用し，精度の高い誘客が実現すれば，物資や
（非正規従業員を含む）人員配置の効率化が可能になる。加えて，事前に顧客の属性（年齢・性
別・居住地）の分布をある程度把握し，それに応じて提供するサービス内容を最適化できれば，
顧客満足にもプラスの効果が期待できると考えた。 
 
３．研究の方法 
 当研究は，携帯電話会社が提供する人口統計データを活用し，観光地における旅行者属性ごと
の行動分析と着地型観光への誘客手法を実現するため，旅行者の情報探索・観光行動をモデル化
し，その誘客効果も属性ごとに検証することを企図する実証的研究である。観光地を訪れる日本
人・外国人旅行者の属性ごとの情報探索＋観光行動を分析し，より効率的・効果的に着地型観光
に誘導する仕組みを構築するための実証的な調査研究を行った。京都市とその周辺の観光地を
調査対象地として，2016 年 4 月から 2022 年 10 月までの人口統計データを入手し，人口の推移
と属性を検証した（調査仕様は，以下の通り）。 
・調査対象地：京都駅，大阪駅，新京極，清水寺，金閣寺，嵐山，平等院，東大寺の 8 地域 
・調査期間：2016 年，2018 年，2020 年，2022 年の 4 月と 10 月 
・時間帯：8 時台，12 時台，16 時台 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 本研究では，上記の調査仕様に基づいて，調査対象地 8 エリアの人口統計データを入手した。
当初計画においては，観光情報提供サイトのオンライン誘客成果およびアクセス解析結果と，観
光地の訪問者数・属性のデータとを関連づけて統計的処理を行い，その効果を旅行者の属性ごと
に検証する予定であったが，新型コロナウイルス感染症の人流への影響を受け，大幅に軌道修正
を迫られることとなった（様々な代案を検討した結果，主に調査対象地人口の推移と属性を検証
し，新型コロナウイルス感染症の影響及びその回復過程を考察した）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域内人口の推移①（左：京都駅，右：大阪駅） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域内人口の推移②（左：清水寺，右：金閣寺） 
 

2020 年は，どのエリアもパンデミックの影響による人口の減少が観察され，特に 4 月には多
くの地域で減少が顕著であった。パンデミックの影響にもかかわらず，京都駅や大阪駅などの商
業地では，2020 年 10 月には減少した人口が概ね回復した。一方で，日本政府による GoTo キ
ャンペーンにもかかわらず，清水寺などの観光地では十分な回復を示すことができなかった（た
だし，2022 年には，調査対象地における観光需要がほぼ回復していることが確認された。）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域内人口の属性・居住地（京都駅：左から 2018 年 10 月，2020 年 4 月，2020 年 10 月） 

 
居住地別に見ると，2020 年 4 月の京都駅の人口は，2018 年 10 月のそれと比較して遠方の市

町村からの訪問者が少ない。概ね回復した 2020 年 10 月も同様である。清水寺等の観光地でも，
同様の傾向を見出すことができる。全体的に，旅行者は感染リスクを低減するため遠方への旅行
を避けたと考えられる。 
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